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‘白鳥の死、について

阪 島 正

、白鳥の死ヽはジ ャ ン ・ プノア ＝レヴィのく白鳥の
死＞であった。 というのは、 その後ブノア ＝ レヴィは
映画史にのこるような作品をつく っ てはいないからで
ある。 そして2 • 3年まえに物故した。 実をいうと戦
前に彼の作品活動はすでにおわっていたといってもい
い。 戦争中はアメリカで軍の仕事をしていたし、 戦後

はフランスにかえっても、 短篇映画しかつくらなかっ
た。 しかし 彼の 戦前 の 作品、 たとえば、 ヽ母の手ヽ
(1933)、 、美しき青春ヽ(1936)、 ヽ白鳥の死ヽ(1938)
は、 フランス映画史上見のがしてはならない傑作また
は佳作であった。 ことにヽ母の手ヽはすぐれていた。

ヽ白鳥の死ヽはポ ー ル ・ モー ランの同名の中篇小説
の映画化である。 モー ランといえば、 日本では新惑覚
派文学の守神として知られているが、 この小説は初期
の派手な作品とはちがってわりに地味なものである。

だが、 ブノアレ＝ヴィは、 さらにそれを大分改作して

ジナリオにした。
モ ー ランの小説では、 ソヴェトの踊り子がパリのオ

ペラ座にのりこんで、 その ロ シャ的な狂暴さで、 オペ
ラ座のロ ココ的風景をかきみだす点に特色があったが
プノア＝レヴィは、 これをオペラ座のバレー 学校の先
生と女の子たちの話にした。

ロ ジャの踊り子カリー ヌ（ミア ・ スラヴ ェ ンスカ）

が、 バリのオペラ座に出絞する。従来のスターであ っ

たボー プレ（イヴェ ット・ジ ョ
ー ヴィレ）はその王座

から追われることになった。 彼女をくお母ちゃん＞と，＇
してしたうロ ー ズ （ジ ャ ニ ー ヌ ・ ジ ャ ラ）は、 彼女に
同情するあまり、 ヽ自鳥の死ヽの稽古のとき、 舞台の
床板を一部分はずれるようにして、 カリrヌに怪我を
させた。 だが、 舞台に立てなくなったカリー ヌは、 教
師としてロー ズにバレー をおしえているうちに、 ロー

ズの才能を見ぬき、 特別に目をかける。 ロ ーズもまた
彼女を愛するようになる。 一方ボー プレは、 ロー ズが
彼女のためにしたことなどにはおかまいなしに、 さっ
さと結婚してしまったので、 ロー ズは絶望的になり、
また犯罪の発覚をおそれて、 地下の下水道にはいりこ
む。 だが最後には、 みんなにとらえられ、 真相を告白
し、 立派なバレリー ナになることをちかって、 映画は
おわる。

モー ランの原作では、 ロー ズがボー プレに自分のし
たことを打ちあけ、 ボープレのスター の地位をすくっ
たことをよろこぶところでおわ っ ているが、 プノア ＝

レヴィはそこで真相を打ちあけさせず、 カリー ヌとロ
ー ズの愛情の芽ばえ、 ボー プレの結婚、 ローズの自殺
未遂等のエピソウドをつけくわえた。 それだけ少女の
同性愛を強調しているわけだが、 これはぼくの考えで
は、 トー キ ー 初期の同性愛の映画ヽ制服の処女ヽ、（ド
イツ映画、 レオンティネ ・ ザガン監督、 1931) の成功
が、 ここまで尾をひいているためではない か と お も
う。 同時にまたプノア＝レヴィが、 ヽ母の手ヽでは子
供の集団生活ヽ美しき青春ヽでは医科大学生の集団生
活をえがいているように、 ここでもバレリー ナ志願の

少女集団生活をえがいているので、 単なる流
行とはちがったプノア ＝ レヴィの好尚もここ
にあらわれていて、 そういう描写がまた作品
の駈調にもなっているのであ っ た。

また、 プノア ＝ レヴィには、 教育的な態度
も多分':こあり、 大人と＇子供という問題を、 こ
の作者はつねに考えている。 その証拠には、
第2次批界大戦中のアメリカ時代からフラン
スてなくなる生前まで、 彼は映画教育や教育
映画にもっとも力をいれて働いていた事実を
あげることができる。

ともあれ、 ブノア ー レヴィの作品は、 これ
にかぎらず、 つねに誠実な愛情の問題をとり
あつかっている。 ヽ母の手ヽでは、 託児所に
つとめている女 （ （マドレ ー ヌ ・ ルノ ー ）の
献身的な仕事ふりをえがいたし、 ヽ美しき青
春ヽでは、 女子医学生（マドレー ヌ ・ ルノー ）
が、 おなじ医学生 （ジャン＝ルイ・バロ ー ）

と恋仲になり、 子までなしたが、 男が自殺し
たので、 その後いかに彼女が生きぬかねばな
らないかを、 作者は誠意をこめて考えた。 こ
れにくらべると、 ヽ白鳥の死ヽの物語は、 ロ
マンチー クな要素がおおいが、 それでもなお
作者は愛情のありかたについて、 見るひとと
一緒に親身になって考えている。 ロ マンチス
ムだけではかたづけられないものがある。

一般的にい っ て、 この映画の魅力はまずバ
レー 場面にあるがミア・スラヴ ェ ンスカはた

しかュー ゴスラヴィアのバレリー ナだったと
おもうイヴェ ッ』ト・ショ ー ヴィレはフランス
でも一流のバレリー ナで、 いまでも活躍をつ
づけているらしい。 先日 バ リの新聞を見てい
たところが、 なつかしいその名が の っ て い
た。
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